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第43回
安政遠足侍マラソン大会

43回安政遠足マラソ
ン 大 会 が、 ５ 月14日

に今年も盛大に開催されまし
た。あいにくの空模様でした
が、さまざまの仮装をしたラ
ンナーの皆さんは、そんな天
気を吹き飛ばすかのような元
気な姿で、旧安中藩武家長屋
をスタート地点として、中山
道を走り抜けました。また、
沿道のみなさんのたくさんの
応援も大会を大いに盛り上げ
ていただきました。

中山道を走る侍走者

峠コースゴール

碓氷関所・坂本宿ゴール 多種多様な仮装（松井田街中） 笑顔で走る参加者（安中街中）

遠足号砲前に仮装で演奏する参加者達第
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飯塚 淳司さん（3位）

マラソン発祥の地で歴史を感じながら走れ
るのがいいですね。あとはなんといっても
仮装しながら走れるところですね。前は忍
者の仮装でも走りました。

戸澗 俊寛さん

だいたい30回くらい出ていますが、仮装
しながらワイワイ走れる大会の雰囲気が大
好きですね。峠は辛いんだけど、頑張ろう、
という気持ちになりますね。

大塚 理恵子さん（女性3位）

母の日の開催がすごくありがたいです。母
はわたしが仮装して走る姿をすごく楽しみ
にしてくれて、沿道で応援してくれるんで
す。わたしたち親子のとても良い思い出作
りになっています。

岡田 明子さん

なんといっても仮装できるのと、この峠
コースのハードなところが魅力ですね。仮
装で楽しめて、コースの大変さも両方あっ
て日本一の大会だと思います。

吉田 亮太さん（2位）

この季節に開催されるのがいいですね。あ
とは沿道のみなさんの応援がすごく力にな
ります。怪我をしていたのですが、応援に
力をもらって走りきることができました。

山崎 貴美さん

初めて参加しましたが、沿道の皆さんの応
援が暖かくて嬉しかったですね。それと山
を上るコースがとても楽しかったです。

樋口 京介さん（5位）

仮装しながら、お祭り気分で走れるのがと
てもいいです。道と山のミックスのコース
というのもほかのマラソン大会にない魅力
ですね。

日部 貴博さん 聡朗さん

私たちは兄弟で、父と一緒にいままで10
回くらい参加しています。父は今日は体調
不良で途中でリタイアしましたが、仮装は
もちろん、コースがトレイルランニング※
のようで楽しいですね。

牛田 美樹さん（1位）

群馬に住んでいるので、１度は出てみた
かった大会です。コースに山道があるのが
魅力ですね。次回は仮装して参加してみた
いです。

内山　進さん

今年で60歳になりますが、いままで13回
出ています。埼玉から来ていますが、仮装
しながら走って、気分がリラックスできる
のが素晴らしいですね。

狩野 幸子さん（女性1位）

今まで16回参加しています。そのうち10
回優勝させてもらいました。このコースは
トレイルランニング※みたいで鍛えられ
て、とても良いです。

中山　晋さん

初めて参加しましたが、峠がキツかったで
すね。それでも沿道のみなさんの応援がと
ても良くてなんとか走りきることができま
した。

峠コースを完走した参加者のみなさんに

＂安政遠足侍マラソンの魅力＂について聞きました。

※トレイルランニング（英: Trail running）は、陸上競技の中長距離走の一種で、舗装路以外の山野を走るものをさします。
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峠コース
順　　　位 仮 装 審 査

男
子 氏　名 タイム 氏　名 仮装名

1
位牛田　美樹 2:02:28

特
別
賞

吉田　憲彦 上杉謙信

2
位吉田　亮太 2:10:44

仮　

装　

大　

賞

細谷　　肇 飛きゃく

3
位飯塚　淳司 2:12:07 藤田　昌弘 ナオトラ

女
子 氏　名 タイム 日部　聡朗 サムライ

1
位狩野　幸子 2:45:03 大塚　俊貴 分福茶釜

2
位丸山　直美 2:52:30 栗田　寿美 女 つり人

3
位大塚理恵子 2:58:57 中田　喜之 べんけい

関所・坂本宿コース
順　　　位 仮 装 審 査

男
子 氏　名 タイム 氏　名 仮装名

1
位新木　剛史 1:14:59

特
別
賞

戸澤　義夫 井伊直政

2
位小谷野仁男 1:15:55

仮　

装　

大　

賞

阪本　文奈 祝上毛かるた
70周年！

3
位町田　知宏 1:16:31 飯塚　綾乃 安中板倉５

女
子 氏　名 タイム 小林理恵子 女傑

1
位佐俣久美子 1:26:45 田村　雄次 千手観音

2
位佐藤　美紀 1:35:19 千田　　健 ロボット

足軽兵
3
位蛇石　千尋 1:37:21 山中　　豊 63侍

前
夜
祭
仮
装
審
査

氏　名 仮装名

仮 装 大 賞 竹田　瑠璃
（東横野小） 伊達政宗

市 長 賞 堀　　煌歩
（安中小） 旅娘

市商工会長賞 𡈽屋　快晴
（安中二中） 徳川家康

市議会議長賞 桑原　乙寧
（安中小） 井伊直虎

安政遠足侍マラソン前夜祭
　安中体育館（文化センター敷地内）にて安
政遠足侍マラソン前夜祭が開催されました。
　当日は雨模様で生憎の天候でしたが、さま
ざまなイベントが行われ、大いに盛り上がり
ました。子どもの仮装審査では、趣向を凝ら
した仮装でギャラリーを驚かせ、審査員をう
ならせるほど完成度の高い仮装を披露してい
ました。
　最後に行われた参加者歓迎レセプションで
は、多種多様な仮装をした参加者がお互いの
健闘をたたえ合い、写真撮影をするなどわき
あいあいと交流していました。

松井田保育園の園児による演舞

仮装審査で入賞した子どもたち

若鳶会はしごのり

歓迎レセプションで仮装した参加者

安中総合学園高校ダンス部
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個別健診を実施しています
国民健康保険特定健康診査・後期高齢者健康診査

　平成29年度国民健康保険特定健康診査・後期高齢者健康診査の個別健診は市内の下記医療機関で受診すること
ができます。（個別健診とは、集団健診と同じ内容の検査を市内の医療機関で実施することをいいます）
　下記により、希望する医療機関で受診してください。
※集団健診は、８月７日から始まります。
期　間▶11月30日まで（休診日については各医療機関にお問い合わせください）
料　金▶無料（約7,000円以上かかる健診を年１回無料で受診できます）　　　
健診機関▶下記の医療機関

◆
受
診
票
・
受
診
券
と
保
険
証
を
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の
質
問
票

は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
は
、
個
別
健
診
・

集
団
健
診
共
通
で
す
。

◆
午
前
中
の
み
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

◆
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。（
薬
を
服
用
し
て
い
る
人

は
事
前
に
か
か
り
つ
け
医
と
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
診
票
・

受
診
券
裏
面
の
質
問
票
の
既
往
歴

に
服
用
し
て
い
る
旨
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
。）

◆
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
同
時
に
実

施
し
ま
す
。（
対
象
者
は
肝
炎
ウ
ィ

ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

人
）

◆
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど
ち
ら

か
一
方
の
受
診
と
な
り
ま
す
。
重

複
し
て
受
診
し
た
場
合
は
あ
と
か

ら
受
け
た
健
診
費
用
は
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
安
中
市
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を

喪
失
し
た
場
合
、
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
で
市
外
に

転
出
し
た
場
合
は
、
市
か
ら
送
付

し
た
受
診
票
・
受
診
券
で
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。速
や
か
に
受
診
票
・

受
診
券
を
市
へ
お
返
し
く
だ
さ

い
。
資
格
喪
失
後
に
受
診
し
た
場

合
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。

◆
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人

は
、
健
診
項
目
が
重
複
す
る
た
め

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

◆
４
月
以
降
に
安
中
市
国
民
健
康
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
た
人
で
健
康
診
査
の
受
診
を

希
望
す
る
場
合
は
本
国
保
年
金
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
所
な
ど
に
お
勤
め
の
人
で
、

事
業
所
な
ど
が
行
う
健
診
を
受
け

た
場
合
は
、
こ
の
健
診
を
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
手
数
で

す
が
、
健
診
結
果
を
本
国
保
年
金

課
ま
た
松
住
民
福
祉
課
へ
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

◆
安
中
市
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
以
外
の
健
康
保
険

加
入
者
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

  

注
意
事
項

  

そ
の
他

　問合せ▶本国保年金課国保係（☎内線1113）

医療機関名　（※印の医療機関は予約が必要です）

ア ミ ヤ 医 院※ 385-1511 櫻 井 内 科 医 院 ※ 385-8551 藤 巻 医 院 393-1324

有 坂 内 科 医 院※ 381-0485 さ る や 内 科 医 院 ※ 384-3681 堀 口 医 院 ※ 381-0229

いのうえ整形外科内科クリニック 380-1717 正 田 病 院 ※ 382-1123 本 多 病 院 382-1255

いわい中央クリニック※ 381-2201 城 田 医 院 ※ 385-7858 松 井 田 病 院 393-1301

大 貫 ク リ ニ ッ ク※ 380-1181 須 藤 病 院 ※ 382-3131 み や ぐ ち 医 院 ※ 384-1126

お に か た 医 院※ 385-1351 田 口 医 院 ※ 393-1731 も て き 内 科 医 院 ※ 382-2510

く ろ さ わ 医 院 393-5311 武井内科循環器科 ※ 393-1005

公 立 碓 氷 病 院 ※ 385-8221 半 田 内 科 医 院 385-6031

50音順
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■
８
月
１
日
（
火
）
か
ら 

　「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」 

　
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
７
月
中
旬
ご
ろ

に
、う
す
み
ど
り
色
の
封
筒
で
送
付
し
ま
す
。

被
保
険
者
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
記
入
さ
れ

て
い
る
住
所
、
氏
名
な
ど
を
確
認
し
、
切
り

取
り
線
で
切
り
取
っ
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

被
保
険
者
証
の
有
効
期
間
は
平
成
29
年
８

月
１
日
か
ら
平
成
30
年
７
月
31
日
ま
で
の
1

年
間
に
な
り
ま
す
。（
短
期
証
の
人
を
除
く
）

■
前
年
の
所
得
に
よ
り
、 

　
自
己
負
担
割
合
が
判
定
さ
れ
ま
す

　

自
己
負
担
割
合
は
下
の
表
の
と
お
り
、
現

役
並
み
所
得
の
人
は
３
割
、
一
般
の
人
は
１

割
と
な
り
ま
す
。

　

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の

人
で
、
基
準
収
入
額
適
用
申
請
を
す
る
こ
と

に
よ
り
１
割
に
な
る
人
は
、
被
保
険
者
証
送

付
前
に
申
請
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

７
月
中
に
忘
れ
ず
に
申
請
書
を
本
国
保
年
金

課
ま
た
は
、
松
住
民
福
祉
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

①
現
金
納
付
、
口
座
振
替
と
も
に
最
初
の
保

険
料
納
期
限
は
、
7
月
31
日（
月
）で
す
。

現
金
で
納
付
す
る
人
は
、
送
付
さ
れ
る
納

付
通
知
書
で
納
付
で
き
る
場
所
を
確
認

し
、
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
が
済
ん
で
い
る

人
は
、
各
納
期
限
ま
で
に
残
高
の
ご
確
認

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
特
別
徴
収
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
人

は
、
通
知
に
記
載
さ
れ
た
月
よ
り
年
金
か

ら
の
天
引
き
に
な
り
ま
す
。

○
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

　

災
害
な
ど
特
別
の
事
情
に
よ
っ
て
保
険
料

を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
申
請
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
保
険
料
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
平
成
29
年
度
保
険
料
額
決
定
通
知
書
・ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

納
付
通
知
書
を
送
付
い
た
し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
の
、
平
成
29
年
度
保
険
料
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
、「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
・
納
付
通
知
書
」
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
ご
案
内

（
被
保
険
者
証
更
新
・
保
険
料
決
定
）

区　　分 基　　準 負担割合

現役並み
所得者

同一世帯に、住民税課税所得が145万円以上の後期高齢者
医療制度の被保険者がいる人 ３割

上記に該当する人のうち、後期高齢者医療制度の被保険者
が同一世帯に
①１人のみの場合、収入が383万円未満の人
②２人以上いる場合、全員の収入合計が520万円未満の人
③１人で収入額が383万円以上あって、世帯内の70～74

歳の人の収入との合計が、520万円未満の人

「基準収入額
適用申請」
をすること
により１割

一　般 同一世帯の後期高齢者医療制度加入者全員が住民税課税
所得145万円未満の人 １割

※現在お使いの被保険者証は、８月１日以降使用できません。本国保年金課または松住民福祉
課に返却するか、各自で廃棄してください。

○送達時期と送付物

送達時期 対象者 送付物

７月中旬 普通徴収のみの人、または普通
徴収と特別徴収の両方がある人 むらさき色の封筒

８月上旬 特別徴収のみの人 シーラーはがき

※特別徴収･･･年金からの天引きで保険料をお支払いいただくことです。
※普通徴収･･･特別徴収以外の納付方法のことで、金融機関や市役所の窓口

で納めていただくか、口座振替で納付していただきます。

　問合せ▶本国保年金課医療年金係（☎内線1119）・松住民福祉課税務保険係（☎内線2160）

後
期
高
齢
者
医
療
の
対
象
と
な
る
人

●
75
歳
以
上
の
人

●
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
一
定
の
障
害
の
あ
る

　

人
で
、 

広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
人
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■平成29年度後期高齢者医療保険料率・軽減内容が決まりました

◎平成29年度の保険料率について
保険料率は次のとおり決定しました

（平成28年度と変更はありません）。

所得割率 8.60％

均等割額 43,600円

限度額 57万円

◎平成29年度保険料軽減内容について
　下の表の“軽減該当条件”にあたる人は、保険料が軽減されます。（平成28年度との変更箇所を　 で囲んでいます。）

〈均等割額の軽減〉

軽減割合 軽減該当条件
（被保険者および世帯主の総所得金額などの合計額が対象） 軽減後均等割額

９割軽減 「基礎控除額（33万円）以下の世帯で、被保険者全員が年金収入80
万円以下」の世帯（その他各種所得がない場合） 4,300円

8.5割軽減 「基礎控除額（33万円）」以下の世帯 6,500円

５割軽減 「基礎控除額（33万円）＋27万円×「世帯の被保険者数」以下の世帯 21,800円

２割軽減 「基礎控除額（33万円）＋49万円×「世帯の被保険者数」以下の世帯 34,800円

〈所得割額の軽減〉

軽減割合 軽減該当条件
（被保険者および世帯主の総所得金額などの合計額が対象） 軽減後所得割額

２割軽減 総所得金額等－基礎控除額（33万円）が58万円以下の人 本来の所得割額の8割
《１円未満の端数は切上げ》

〈被扶養者軽減〉

軽減割合 軽減該当条件
（被保険者および世帯主の総所得金額などの合計額が対象） 軽減後保険料額

均等割額７割軽減
所得割額なし

後期高齢者医療の被保険者資格取得日の前日まで、被用者保険（国
保、国保組合以外）の被扶養者であった人
※ただし、〈均等割額の軽減〉における9割軽減、8.5割軽減に該当

する人は、軽減割合が大きいほうが適用されます。

 均等割額…13,000円
 所得割額…0円

★保険料額の計算方法（平成29年度）

    年間保険料額   ＝   均等割額   ＋   所得割額
（100円未満切捨て）  （43,600円）   　（総所得金額等−33万円）×8.60％

※4月以降途中加入の人は、月割りで計算します。

■平成29年8月から高額療養費の上限が変わります
　平成29年8月から、70歳以上の人について高額療養費の上限額が変わります。後期高齢者医療制度につ
いても下の表のとおり変更されます。

適用区分 外来
（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごと） 外来

（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごと）

現
役
並

住民税課税所得
145万円以上の人 44,400円

80,100円＋
（医療費－267,000円）×1％
〈多数回44,400円※２〉

57,600円
80,100円＋

（医療費－267,000円）×1％
〈多数回44,400円※２〉

一
般

住民税課税所得
145万円未満の人（※１） 12,000円 44,400円

14,000円
年間上限

14万4,000円
57,600円

〈多数回44,400円※２〉

住
民
税
非
課
税

低所得者Ⅱ
（区分Ⅱ）

8,000円

24,600円

8,000円

24,600円

低所得者Ⅰ
（区分Ⅰ）
（年金収入80万円以下など）

15,000円 15,000円

※１  世帯収入の合計額が520万円未満（1人世帯の場合は383万円未満）の場合や、「旧ただし所得」の合計額が210万円以下の場合も含みます。
※２  過去12か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。

平成29年８月から平成29年７月まで

高額療養費制度とは　1か月（同じ月内）に支払った医療費の自己負担額が定められた限度額を超えた場合に、
　　　　　　　　　　限度額を超えた額が「高額療養費」として支給される制度です。
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　問合せ▶本国保年金課国保係（☎内線1113）・松住民福祉課税務保険係（☎内線2121）

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
に
交
付
し
て
い
る
「
高
齢
受

給
者
証
」
の
有
効
期
限
が
７
月
31
日

（
月
）に
切
れ
ま
す
の
で
、新
し
い「
高

齢
受
給
者
証
」
を
７
月
下
旬
に
郵
送

交
付
し
ま
す
。

　
「
高
齢
受
給
者
証
」
は
自
己
負
担

割
合
を
示
す
も
の
で
す
。
医
療
機
関

な
ど
で
受
診
す
る
と
き
に
は
、
保
険

証
と
一
緒
に
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。
自
己
負
担
割
合
は
平
成
28
年

の
所
得
な
ど
に
よ
り
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

有
効
期
限
切
れ
と
な
っ
た
「
高
齢

受
給
者
証
」
は
本
国
保
年
金
課
ま
た

は
松
住
民
福
祉
課
に
返
却
す
る
か
、

ご
自
分
で
責
任
を
持
っ
て
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
入
院
や
外
来
で
支
払
う

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
ま

で
に
な
る
認
定
証
や
、
食
事
代
が
軽

減
さ
れ
る
認
定
証
を
、
申
請
に
よ
り

交
付
し
て
い
ま
す
。
現
在
交
付
さ
れ

て
い
る
認
定
証
は
７
月
31
日
で
有
効

期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
使
用
す
る
人
は
再
度
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
し
た
月
の
１
日
か

ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
70
　

歳
か
ら
74
　

歳
で
現
役
並

み
所
得
と
一
般
の
区
分
の
人
は
、
高

齢
受
給
者
証
が
認
定
証
の
代
わ
り
に

な
り
ま
す
の
で
、
認
定
証
の
申
請
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
認
定
証
の
申
請
に
必
要
な
も
の

◦
保
険
証

◦
は
ん
こ
（
朱
肉
を
使
用
す
る
物
）

◦
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は

お
持
ち
の
認
定
証

◦「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」（
も
し

く
は
「
通
知
カ
ー
ド
」
と
運
転
免

許
証
な
ど
の
「
公
的
な
写
真
付
身

分
証
明
」）

※
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い

る
と
限
度
額
適
用
認
定
証
は
交
付

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

70歳以上の人

区分
自己負担限度額（月額）

外来＋入院（世帯単位）外来（個人単位）

現 役 並 み
所 得

※  　57,600円　  　

80,100円＋（総医療費
－267,000円）×1％

〈多数回該当：44,400円〉

一 般
※  　14,000円　  　

年間上限［144,000円］
※ 　　　　　57,600円　　　　 　　

〈多数回該当：44,400円〉

低所得者Ⅱ
8,000円

24,600円

低所得者Ⅰ 15,000円

平成29年8月から※の自己負担限度額が表記のとおり変更と
なります。

70歳未満の人

区
分 所 得 要 件 自己負担限度額（月額）

ア 基礎控除後の所得
901万円超

252,600円＋（総医療費
－842,000円）×1％

〈多数回該当：140,100円〉

イ
基礎控除後の所得

600万円超～
901万円以下

167,400円＋（総医療費
－558,000円）×1％

〈多数回該当：93,000円〉

ウ
基礎控除後の所得

210万円超～
600万円以下

80,100円＋（総医療費
－267,000円）×1％

〈多数回該当：44,400円〉

エ 基礎控除後の所得
210万円以下

57,600円
〈多数回該当：44,400円〉

オ 住民税非課税 35,400円
〈多数回該当：24,600円〉

入院時食事療養費標準負担額

対　　象 一食あたりの負担額

一般（下記以外の人）
360円

［平成30年4月から］460円

非課税
（70歳以上は

低所得者Ⅱ）

90日までの入院 210円

過去12カ月間で
90日を超える入院 160円

70歳以上で低所得者Ⅰ 100円

※〈　〉内は、過去12カ月間で４回以上高額療養費の支給を
受けた場合の額

※70歳未満の人については所得の申告が無いと区分アとし
て扱います。

※原則、１つの医療機関で支払う１カ月の金額が限度額まで
となります。２つ以上の医療機関で受診した場合には、今
までどおり高額療養費の申請が必要な場合があります。

※特例対象被保険者軽減措置に該当した人の世帯は、負担区
分が変更になる場合があります。

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す

入
院
や
外
来
の
支
払
い
が

限
度
額
ま
で
に
な
る
認
定
証
を
交
付
し
て
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
な
ど
の

更
新
の
お
知
ら
せ
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　問合せ▶高崎年金事務所（☎322-4299）

　

国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
、一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
50
歳
未
満
の
人
（
平
成
28
年
６
月
以
前
分
の
申
請
は
30
歳
未
満
）

に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

（
※
平
成
28
年
７
月
か
ら
、
納
付
猶
予
の
申
請
対
象
者
が
30
歳
未
満
か
ら

50
歳
未
満
へ
拡
大
さ
れ
ま
し
た
）

　

免
除
や
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る
と
、
本
人
・
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主

（
納
付
猶
予
で
は
世
帯
主
は
除
か
れ
ま
す
）
の
前
年
の
所
得
を
基
準
に
審

査
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
る
と
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一

部
が
免
除
（
納
付
猶
予
で
は
全
額
の
納
付
が
猶
予
）
さ
れ
ま
す
。

　

一
部
免
除
に
は
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の
１
免
除
が
あ

り
、所
得
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
免
除
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場
合
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で

す
。
今
ま
で
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て
お
り
継
続
申

請
を
し
て
い
な
い
人
、
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い
た
人
は
、
６
月
で

承
認
期
間
が
切
れ
ま
す
。
引
き
続
き
免
除
な
ど
を
希
望
す
る
場
合
に
は
平

成
29
年
度
は
７
月
3
日（
月
）よ
り
申
請
受
付
が
開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
本
国
保
年
金
課
ま
た
は
松
住
民
福
祉
課
で
申
請
の
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
65
歳
に
な
る
と
受
給
権
が
消
滅
し
、
65
歳
か
ら
は
新
た
に
老
齢
基

礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

手
続
に
必
要
な
書
類
（「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
」・
は
が
き
様
式
）
は
、

65
歳
に
な
る
誕
生
月
の
初
め
頃
（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
の
初
め
頃
）
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
誕
生
月
の
末
日
（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
前

月
の
末
日
）
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
が
完
了
す
る
と
「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
裁
定
通
知
書
・
支
給
額
変
更
通
知
書
」
が
送

ら
れ
ま
す
が
、
年
金
証
書
は
あ
ら
た
め
て
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
年
金
証
書
を
引
き

続
き
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
に
同
封
さ
れ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付
を
受
け
る
た
め
に
、
第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
な
ど
）
や
65
歳

に
な
る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料
に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
付

加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
付
加
保
険
料
を
納
め
る
場
合
に
は
、
定
額
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
に
加
え
て
付
加
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
付

加
年
金
の
計
算
式
は
次
の
と
お
り
で
す
。

年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
人
や
多
段
階
免
除
な
ど
の
免
除
制
度
を
利
用
し
て
い
る

人
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

付
加
年
金
の
加
入
を
希
望
す
る
人
は
本
国
保
年
金
課
ま
た
は
松
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

保
険
料
免
除
の
申
請
は

原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は

65
歳
で
届
け
出
が
必
要
で
す

付
加
保
険
料
の
ご
案
内

国民年金からのお知らせ
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　問合せ▶本健康づくり課予防係（☎内線1172）

◆熱中症とは
　室温や気温が高い中で、体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体温の調節機能がうまく働かなくなり、体温
上昇、めまい、体のだるさ、ひどいときには、けいれんや意識の異常などが起こります。
　家の中でじっとしていても、室温や湿度が高いために、体から熱が逃げにくく熱中症になる場合があります
ので、注意が必要です。

◆熱中症の予防法　～熱中症の予防は「暑さを避ける」と「こまめな水分補給」が大切です～

【暑さを避ける】
○室内では
◦扇風機やエアコンを使う　
　＊日中だけでなく、熱帯夜のように気温が高い夜も熱中症になることがあります。
◦遮光カーテン､ すだれ､ 打ち水を利用　
　＊日中に打ち水をすることで、路面温度が10℃程度低下します。
　　特に早朝や夕暮れ時に打ち水するとその効果が持続します。
○外出時には
◦日陰の利用と、こまめな休憩　
◦日傘や通気性の良い帽子の着用　
◦炎天下の外出はできるだけ控える
　＊直射日光だけでなく、アスファルトからの照り返しが地面近くの気温を上昇させます。
　　例えば気温が32℃のとき、地面から50cmの高さでは35℃、5cmの高さでは36℃以上になります。
○からだの蓄熱を避けるために
◦通気性のよい、吸湿・速乾性のある衣服を着用する　
◦保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、からだを冷やす

【こまめに水分を補給する】
◦室内でも外出時でも、のどの乾きを感じなくても、こまめに水分をとる
　＊たくさん汗をかいたときは、スポーツドリンクや塩あめなどで水分とともに塩分も補給しましょう
　＊入浴前後や、就寝前にも水分補給をしましょう
　＊のどが渇いたときに、アルコール飲料での水分補給は、やめましょう。アルコールは尿の量を増やし、
　　体内の水分を、排泄してしまうため、吸収した水分が尿で失われてしまいます。

◆熱中症になったときの処置
１．涼しい場所へ避難させる　
２．衣服を緩め、からだを冷やす（特に首の周り、脇の下、太ももの付け根などを冷やす）
３．水分・塩分を補給する　※自力で水が飲めない、意識がない場合は、すぐに救急車を呼びましょう！

◆ご注意　　

○暑さの感じ方は、人によって異なります
その日の体調や、暑さに対する慣れなどが、影響します。体調の変化に気をつけましょう。
また、集団で活動する場合には、お互いの配慮や注意も必要です。暑い場所での作業や運動はこまめに休憩
したり、作業時間を短くしたりしましょう。

○高齢者や子どもは特に注意が必要です
◦熱中症患者のおよそ半数は65歳以上の高齢者です。高齢者は暑さや水分不足に対する感覚機能が低下して

おり、暑さに対するからだの調節機能も低下しているので、注意が必要です。
　＊「クーラーを使用しない」「トイレが近いので水分を控えてしまう」というのはご用心！
◦子どもは体温の調節能力がまだ十分に発達していないので、気を配る必要があります。
　＊くちびるの乾燥、おしっこの減少は脱水症のサイン！外出時は飲み物を忘れずに。
◦駐車中の車に子どもを残すことは大変危険です。炎天下でなくても、閉め切った車内で冷房を切ると、車内

の温度は一気に上昇し、わずかな時間でも熱中症の危険が高くなります。絶対に、乳幼児や子どもを車内に
残さないようにしましょう。

○節電を意識するあまり、熱中症予防を忘れないようにご注意ください

熱中症を予防しましょう！気温がぐんと上がり、蒸し暑さが続く季節は
「熱中症」にご用心！  熱中症の発症が急増する

７月は熱中症予防強化月間です。
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第２期麻しん風しん混合予防接種および
二種混合予防接種のお知らせ

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
診
」の
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

第２期麻しん風しん混合予防接種

二種混合予防接種

●接種対象年齢▶小学校就学前（年長児）の１年間（平成23年４月２日から平成24年４月１日生まれの人）
●接種回数▶１回
●接種期限▶平成30年３月31日まで
●予診票の配布▶出生届出時または転入時に本健康づくり課・松住民福祉課の窓口で配布しています。
※平成30年４月１日以降の接種は任意接種（有料）となりますのでご注意ください。

●接種対象年齢▶11歳以上13歳未満
●接種回数▶１回
●予診票の配布▶今年の４月から小学６年生に相当する年齢の人へ、４月に予診票を郵送しました。
※13歳の誕生日以降の接種は任意接種（有料）となりますのでご注意ください。

【接種に必要な物】
予診票・母子手帳・保険証
※対象者で予診票のない人は、本健康づくり課・松住民福祉課の窓口で配布しますので、母子手帳をお持ちのう

え、お申し出ください。

　市では、健康診査を受ける機会のない若年層を対象に次のとおりフレッシュ健診を実施します。
　希望する人は募集期間内にお申し込みください。なお、妊娠中の人や勤務先などで健診を受ける機
会のある人は、そちらを受診してください。
　また、今年度から40歳以上を対象にした健診と同じ会場となります。時間帯によっては混雑が予
想されますので、時間に余裕を持ってお出かけください。

【対象者】市内在住で、昭和53年４月１日～平成11年３月３１日生まれの人
【健診内容】身体計測・血圧測定・尿検査・医師の診察・血液検査（血糖・脂質・肝機能・貧血）
【実施日時・場所】

場所 受付時間 日付

安中市保健センター　
(本庁内) ８時30分～11時

平成29年９月29日（金）

平成29年10月４日（水）

平成29年10月13日（金）

松井田保健センター　
(支所内) ８時30分～11時 平成29年９月24日（日）

※番号札を８時から配布します。
【費　用】無料
【定　員】210人
　※募集期間内であっても、定員に達した時点で受付を終了させていただきますのでご了承ください。

【募集期間・申込方法】
　７月５日（水）～９月29日（金）までの期間に本健康づくり課までお電話にてお申し込みください。

（土・日・祝日は除きます）

　問合せ▶本健康づくり課予防係（☎内線1172）

　問合せ▶本健康づくり課予防係（☎内線1172）
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　問合せ▶本健康づくり課保健指導係（☎内線1174）　次回は８月１日号に『がん・循環器』を予定しています。 

『　　　　　　安中健康21』
からのお知らせ

GOOD  FOR  THE  HEALTH・
G
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健康にいいこと健康にいいこと

らか で
れ き

こ る
安中市健康増進計画

い き い き

健
康
寿
命
と
は
、
健
康
上
の
問
題
が
な
い
状
態
で
日
常
生
活
を
送
れ
る
期
間
の
こ
と
で
す
。

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
間
に
は
、
男
性
で
約
9
年
、
女
性
で
約
13
年
の
差
が
あ
り
ま
す
。 

誰
も
が
最
後
ま
で
、
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
の
生
活
環
境
を
見
直
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
！ 

安中市健康増進計画での「栄養・食生活」
地域・家庭の取り組み
塩分摂取量を減らし、野菜は１日350ｇ以上
食べよう。まずは毎食、野菜料理を１皿以上
食べよう。

出典元：群馬県リーフレット「共食のすすめ」より
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店舗などの改装工事費を一部補助します
　市では、商工業の活性化を図るため、店舗などの改装工事費の一部を補助しております。

　小売業のほか、宿泊業や飲食サービス業、生活関連サービス業にも拡大をして市内店舗の活性化を図ってまい

ります。店舗などの改装を計画されている人はご相談ください。

【名　称】安中市店舗等改装等工事補助金

【内　容】店舗等の改装のため、市内業者が施行する工事費の一部を補助します。

予算の範囲内において実施しますので、早めにご相談ください。

予算に達した場合には、受付けを締切らせていただきます。

補助対象者▶市のホームページでご確認ください。

補助内容▶補助金の額は、改装工事費に100分の20を乗じて得た額とする。

補助金の交付限度額は、100万円です。

対象となる工事は、費用が20万円以上のもので、関係法令に違反していないないものとします。

注意事項▶すでに着手している工事は対象となりません。

平成30年３月31日までに完了する工事であること。

新婚世帯の新生活を応援　結婚新生活支援補助金
　市では交付金を活用し、新婚家庭の新生活を経済的に支援します。

【補助対象経費】新婚世帯が市内で住宅を取得、賃借するための費用と引越費用

※平成29年1月1日から平成30年3月31日までの間に支出したものに限ります。

【助成金額】１世帯あたり上限24万円

【申請期間】平成30年3月31日まで（申請受付中）

※事前に窓口または電話にてご相談ください。（土日・祝日・年末年始を除く、午前８時30分から午後５時15分

まで）

【対象となる世帯】

平成29年4月1日から平成30年2月28日までに婚姻届を受理されたご夫婦で、次のいずれにも該当する世帯

◦平成28年中の夫婦の年間所得合計額が340万円未満   

　※結婚を機に双方または一方が離職して再就職していない場合は所得に含めないものとします。

　※貸付型奨学金を返済している場合は返済額を所得から控除するものとします。

◦夫婦の一方が婚姻の時点において50歳未満であること

※詳しくは、下記までお問い合わせください。

　問合せ▶本市民生活課相談支援人権係（☎内線1208）

　問合せ▶松地域創造課商工労働係（☎内線2621）
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
の
た

め
に
、
医
療
費
を
出
し
合
い
助
け
合
う
大

切
な
制
度
で
す
。

　

し
か
し
、
国
保
か
ら
支
払
う
医
療
費
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
国
保
財
政
に
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
中
市
国
保

の
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
県
内
12
市

の
中
で
最
も
高
い
状
態
が
続
き
、
町
村
を

含
め
て
も
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

安
中
市
で
は
、
医
療
費
水
準
が
高
く
、

医
療
給
付
費
が
年
々
増
大
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
赤
字
分
を
補
て
ん
す

る
国
保
基
金
を
全
て
取
り
崩
し
た
平
成
18

年
度
以
降
も
税
率
を
改
正
し
な
い
で
据
え

置
い
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
医
療
費
な
ど
の
支
払
に
対

し
、
国
や
県
な
ど
か
ら
の
負
担
金
な
ど
や

国
保
税
だ
け
で
は
財
源
が
大
き
く
不
足

し
、
不
足
分
を
補
う
た
め
に
、
他
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
縮
小
し
て
、
一
般
会
計
か
ら

多
額
の
赤
字
繰
入
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

医
療
費
の
財
源
は
、
本
来
国
保
加
入
者

の
自
己
負
担
分
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
負
担
金
な
ど
の
ほ
か
は
、
国
保
税
で
賄

う
こ
と
が
原
則
に
な
っ
て
お
り
、
医
療
費

が
増
加
す
れ
ば
、
国
保
税
が
負
担
す
る
額

も
大
き
く
な
り
、
税
率
の
改
正
を
す
る
必

要
が
生
じ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
、
健
全
な
国
保
財
政
運
営
を
行
う
た

め
税
率
を
「
別
表
」
の
と
お
り
改
正
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ

ま
の
負
担
を
考
慮
し
国
保
税
の
引
き
上
げ

幅
を
で
き
る
だ
け
抑
え
、
県
内
の
市
の
平

均
水
準
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
低
所
得
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
下
図
の
と
お
り

軽
減
割
合
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
医
療
費
の
適
正
化
や
保
健
事

業
の
推
進
な
ど
を
行
い
、
医
療
費
の
増
加

を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
国
保
税
の
収
納

率
向
上
を
図
り
、
安
定
し
た
国
保
の
運
営

に
努
め
ま
す
。
こ
の
度
の
税
率
改
正
に
つ

い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
を
改
正
し
ま
す

国
保
財
政
は
危
機
的
状
況

税
率
改
正
と
負
担
緩
和

国民健康保険税（年間）のモデルケース
国民健康保険の加入者３人世帯で固定資産税なしの場合

◦安中　太郎（世帯主）年齢43歳　所得200万円

◦安中　花子（妻）　　 年齢41歳　所得なし

◦安中　次郎（子）　　 年齢10歳　

※年間８回（年金天引きの人は年間６回）に振り分けて納めます。

●国民健康保険税の試算をご希望の方は、税務課諸税証明係（内線1061・1062・1063）までご連絡ください。

●別表　国保税改正の概要
税額計算の基礎となるもの 改正前 改正後 改正内容

医療給付費分

所 得 割 6.2% 6.7% 0.5%
引き上げ

資 産 割 24.0% 据え置き

被保険者
均 等 割

加入者一人当たり
1万6,000円

加入者一人当たり
2万4,000円

8,000円
引き上げ

世 帯 別
平 等 割

一世帯当たり
1万7,000円

一世帯当たり
2万3,000円

6,000円
引き上げ

課 税
限 度 額 一世帯当たり　54万円 据え置き

後 期 高 齢 者
支 援 金 分 税率に変更はありません
介護納付金分

●低所得者軽減割合の拡大

改正前 改正後

所得基準額 軽減
割合 所得基準額 軽減

割合

33万円 ６割
軽減

軽減割合
の拡大

33万円 ７割
軽減

33万円+
26.5万円×
被保険者数

４割
軽減

33万円+
27万円×　
被保険者数

５割
軽減

２割軽減
の導入

33万円+
49万円×　
被保険者数

２割
軽減

平成28年度まで 平成29年度から

260,900円 299,200円
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安
中
市

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
推
進
委
員
会
委
員
長

　
安
中
市
長
　
茂 

木  

英 

子

　
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
』
と
は
、「
社
明
運
動
」
と

も
呼
ば
れ
て
お
り
、
法
務
省

の
主
唱
に
よ
り
本
年
度
で
67

回
目
を
迎
え
ま
す
。
ま
た「
更

生
保
護
の
日
」
で
あ
る
７
月

１
日
か
ら
1
か
月
間
を
強
調

月
間
と
し
、
広
く
啓
発
活
動

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
が

地
域
の
中
で
適
切
な
「
仕
事
」

と
「
居
場
所
」
な
ど
生
活
基

盤
を
確
保
し
、
社
会
復
帰
す

る
こ
と
が
で
き
る
安
全
な
ま

ち
を
つ
く
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
一
人
で

も
多
く
の
市
民
の
方
に
活
動

の
趣
旨
で
あ
る
『
犯
罪
や
非

行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を

支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
』
を

ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
こ

の
社
明
運
動
の
推
進
に
ご
協

力
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

重
点
事
項

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
社
会
か
ら
排
除
・
孤
立
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
再
び
受
け
入
れ
る
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
社

会
に
す
る
た
め
に
以
下
の
4
つ
の
重
点
項
目
を
定
め
ま
し
た
。

①
出
所
者
な
ど
の
事
情
を
理
解
し
た
上
で
雇
用
す
る
企
業
の

数
を
増
や
す
こ
と

②
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、
刑
務
所
か
ら
社
会
に
戻
る

人
の
数
を
減
ら
す
こ
と

③
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
と
社
会
復
帰
を
長
期
的
に
支
え
る

地
域
の
環
境
を
作
る
こ
と

④
犯
罪
を
し
た
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
が
、
社
会
復
帰
に
必

要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
作
る
こ
と

　

中
で
も
、
④
の
重
点
項
目
は
今
年
か
ら
新
し
く
加
え
ら
れ

た
も
の
で
す
。

安
中
市
の
活
動
状
況
お
よ
び
予
定

◦
第
67
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
安
中
市
推
進
委
員

会
（
６
月
27
日
）

◦
募
金
活
動
の
実
施
（
7
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
）

◦
社
明
街
頭
広
報
活
動
・
パ
レ
ー
ド
な
ど
（
7
月
6
日
）

◦
薬
物
乱
用
防
止
駅
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
7
月
11
日
・
13
日
）

◦
中
学
校
薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
7
月
、
9
月
）

◦
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
の
募
集
・
審
査
会
（
７
～

９
月
）
小
・
中
学
校
対
象第66回募金結果報告

　昨年7月1日から9月30日まで３カ月にわ
たり実施した、第66回「社会を明るくする
運動」募金活動は、市民の皆さまの深いご
理解とご協力により、多大な成果をあげる
ことができました。
　この浄財は、更生保護施設や自立準備ホー
ムへの慰問やしおり人形作成・配布による
青少年の非行防止など同運動の事業費とし
て、保護司会、更生保護女性会、協力事業
主会、各地域の活動費として配分しました。
　この募金にご協力いただいた皆さまに対
して、心から厚くお礼申し上げます。

使　　　途 金額（円）
更生３団体活動配分金 780,000
14 地 区 支 部 助 成 金 630,170
学 校 対 象 広 報 活 動 費 461,800
一 般 対 象 広 報 活 動 費

（うちわ、ポスターなど） 197,090

一 般 事 務 費
（用紙代、郵便代など） 40,949

次 年 度 繰 越 金 34,221
合　　　　計 2,144,230

※前年度繰越金43,380円を含む。

安中市保護区保護観察対象者調べ
H29 H28

保護観察少年（1号観察） 4 3
少年院仮退院者（2号観察） 1 1
仮出所者（3号観察） 1 0
保護観察付執行猶予者（4号観察） 7 5
小計 13 9
環
境
調
整

刑務所 9 15
少年院 0 1

小計 9 16
総計 22 25
保護司一人当たりの担当数 0.61 0.73

※地域の皆さまと関係機関のご支援・ご協
力により、「社会を明るくする運動」の浄
財を活用させていただき、当地区の保護
観察事件数は前年より減少しました。

　誠にありがとうございました。

運動に協力していただく
機関・団体名
安中市
安中市議会　
安中市教育委員会
安中市区長会
安中市民生児童委員協議会
安中保護区保護司会
安中地区更生保護女性会
安中地区協力事業主会
安中保護区保護司会更生保護
活動支援機構
安中市社会福祉協議会
安中市内関係機関団体など

（順不同）

犯罪や非行を防止し 立ち直りを支える地域のチカラ
安中保護区保護司会

社会を明るくする運動
主唱  法務省

　問合せ▶安中保護区保護司会　更生保護サポートセンター 安中（☎027-329-7100）
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―
リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
―

第76回

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

平
成
28
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
文
・
エ
ッ
セ
イ   

入
選
作
品

　

今
年
の
夏
の
甲
子
園
で
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

大
分
高
校
の
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
甲
子
園
で
の
練

習
に
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
っ
て
参

加
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
運
営
側
は
こ
の
女
子
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
練
習
に
参
加
す
る
こ
と
を
、
途
中
で
制
止

し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
が
起

こ
っ
た
か
と
い
う
と
、
手
引
き
に
は
男
女
の
明
記
が

な
く
、
ジ
ャ
ー
ジ
で
の
参
加
は
禁
止
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム

着
用
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
女
子
で

も
可
と
勘
違
い
を
し
て
し
ま
い
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
様
々
な
論
議
が
起
こ
り
、
僕
自
身
も
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

な
ぜ
女
子
だ
か
ら
と
い
っ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
っ

て
は
い
け
な
い
の
か
？　

大
会
運
営
側
は
、
安
全
面

を
理
由
に
女
子
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
立
ち
入
り
を
禁
止
し

て
い
る
、
と
説
明
し
て
い
る
が
、
僕
は
そ
う
は
思
わ

な
い
。
確
か
に
硬
球
を
使
用
す
る
の
で
危
険
を
伴
う

が
そ
れ
は
男
子
で
も
同
じ
だ
と
思
う
。
実
際
、
日
本

女
子
プ
ロ
野
球
で
も
硬
球
を
使
っ
て
い
る
。
安
全
面

が
理
由
で
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
入
れ

な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
僕
は
違
和
感
を
感
じ
た
。

　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事
は
楽
で
は
な
い
。
集
合
か

ら
終
了
ま
で
部
員
の
た
め
に
、
様
々
の
仕
事
を
こ
な

し
全
力
で
チ
ー
ム
を
支
え
て
い
る
。
こ
れ
は
と
て
も

重
要
な
役
割
だ
。
大
分
高
校
の
監
督
は
「
３
年
間
共

に
が
ん
ば
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
甲
子
園
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
立
た
せ
て
あ
げ
た
い
。」
と
こ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
た
め
に
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
用
意
し
た
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
間
近
で
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
３
年

間
を
見
て
き
た
か
ら
こ
そ
、そ
う
考
え
た
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
を
「
女
子
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
だ
け
で
外
す

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
大
会
運
営
側
も
、
今
後

規
定
改
定
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
僕
は
こ
の
問
題
を
通
し
て
今
ま
で
あ
ま
り

関
心
の
な
か
っ
た
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
も
、
と

て
も
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
世

界
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
分
野
で
性
別
の
違
い
だ
け

で
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん
あ
る
。
そ
れ
に
は
、こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
、様
々

な
理
由
が
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
。
僕
に
も
知
ら
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
な
の
で
全
て
「
男
女
平
等

に
」
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
が
、
性
別
を
越
え
、
一

人
一
人
の
が
ん
ば
り
や
努
力
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
輝
け
る
社
会
に
な
る
よ
う
に
、
今
後
も
「
男
女

共
同
参
画
」
に
つ
い
て
興
味
、
関
心
を
持
っ
て
考
え

て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
社
会
の
一

員
と
し
て
の
意
識
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
様
々
な
出

来
事
に
目
を
向
け
、
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
持
て

る
よ
う
に
な
り
た
い
。

問
合
せ
▼

本
市
民
生
活
課
市
民
協
働
係
（
☎
内
線
１
１
３
９
）

【
中
学
生
の
部
　
優
秀
賞
】

一
人
一
人
が
輝
く
た
め
に

安
中
市
立
第
一
中
学
校
１
年
　
黛
　
　
芽
生

不
用
品
を
売
る
つ
も
り
が
…
…　

貴
金
属
を
買
い
取
ら
れ
た
！

　
「
不
用
品
を
買
い
取
る
」
な
ど
と
電
話
が
あ
り
、
そ
の
つ
も

り
で
来
訪
を
承
諾
し
た
の
に
、
実
際
は
当
初
の
話
に
な
か
っ
た

貴
金
属
の
買
い
取
り
を
持
ち
か
け
ら
れ
る
と
い
う
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

【
事
例
】

「
不
用
品
な
ど
何
で
も
買
い
取
る
」
と
電

話
が
あ
り
来
訪
し
て
も
ら
っ
た
。
業
者

の
男
性
は
用
意
し
て
お
い
た
も
の
は

ざ
っ
と
見
た
だ
け
で
、「
貴
金
属
は
な
い

か
」
と
聞
い
て
き
た
。「
な
い
」
と
答
え

る
と
、「
絶
対
に
な
い
か
、
う
そ
に
な
る

よ
」
な
ど
と
し
つ
こ
く
言
わ
れ
、
仕
方

な
く
金
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
な
ど
４
点
を
見

せ
た
と
こ
ろ
、「
そ
れ
を
売
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
。
断
っ

た
が
男
性
の
様
子
が
怖
か
っ
た
し
、
な
か
な
か
帰
っ
て
く
れ
な
い

た
め
、
あ
き
ら
め
て
売
却
し
２
万
円
ほ
ど
受
け
取
っ
た
。
冷
静
に

な
る
と
大
事
な
も
の
を
売
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
後
悔
が
強
く
な

り
、
数
日
後
「
返
し
て
ほ
し
い
」
と
連
絡
し
た
が
、「
す
で
に
手

元
に
な
い
し
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で
き
な
い
」
と
断
ら
れ
た
。

本
当
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で
き
な
い
の
か
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

★
例
の
他
に
も
、
目
を
離
し
た
隙
に
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
壊
さ
れ
、「
壊

れ
て
い
る
か
ら
使
え
ま
せ
ん
ね
」
な
ど
と
言
わ
れ
無
理
や
り
買
い

取
ら
れ
た
な
ど
と
い
っ
た
強
引
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

★
訪
問
購
入
に
つ
い
て
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
導
入
さ
れ
、
契

約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
無
条
件

で
契
約
の
解
除
が
可
能
で
す
。
契
約
を
す
る
際
は
、
事
業
者
の
連

絡
先
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
書
面
を

必
ず
受
け
取
り
、
事
業
者
か
ら
し
っ
か
り
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
た
だ
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
適
用
さ
れ
な
い
商
品
な
ど
例
外

も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

何
よ
り
ま
ず
、
売
却
し
た
く
な
い
場
合
は
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま

し
ょ
う
。（
資
料
提
供　

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
）

【
ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
】

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た
ら
、

早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

問
合
せ
▼
安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
８
２
―
２
２
２
８
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

？
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17 安中市役所　☎382-1111

6月12日現在の情報です。
  詳細はお問い合わせください。

うすい街道寄席 

三遊亭好楽・林家三平

　「笑点」でお馴染みの人気落語家「三遊亭好楽」さ

んと「林家三平」さんが松井田文化会館にやってきま

す。ますます話芸に磨きがかかる、二人の落語を聴き

にぜひ松井田文化会館にお越しください。

日時▶９月17日（日）　

　　　開場　午後１時30分　開演　午後２時

場所▶安中市松井田文化会館　大ホール

チケット▶全席指定：前売券　一般2,500円　

　　　　　　　　　　当日券　一般3,000円

※チケットのお求めは１人４枚まで（発売初日のみ）。

※松井田文化会館窓口で7月15日（土）発売開始。

※電話予約もできます。

※未就学児の入場は不可。

７月１日から８月15日までのスケジュール

大
ホ
ー
ル

第39回少年の主張安中市大会
7月6日（木）　14：00～
入場：無料
問合せ:松生涯学習課（☎内線2242）

小
ホ
ー
ル

第40回記念東渓書展
8月4日（金）～6日（日）　9：30～17：00　
6日は15：00まで
入場：無料
問い合わせ：東渓会事務局（電話：382-2156神宮）
(小ホール・ギャラリー使用)

授乳室のご案内
　文化センターでは、２階

エレベーター横に授乳室を

設置しています。

　ご利用の方は、１階事務

室までお気軽にお声掛けく

ださい。

おもしろ科学教室
「スターライト万華鏡を作ろう」

　文化センターではおもしろ科学教室「スターライト　

万華鏡を作ろう」を開催します。

　ぜひご参加ください。

日　時▶8月19日（土）午前９時～正午　

会　場▶安中市文化センター　3階　大会議室　

対象者▶小中学生（小学3年生以下は保護者同伴）

申込み▶7月3日（月） 9：00から　

文化センター窓口または電話にて受付開始（先着30名）

費　用▶500円程度

持ち物▶筆記用具、（参加したことがある方は）おもし

ろ科学教室会員証とステップアップノート

７月１日から８月15日までのスケジュール
ホ
ー
ル

安中青年会議所7月第一例会
7月1日（土）9：00～17：00　入場：関係者
問合せ：安中青年会議所（382-2824）

第10回生バンドとカラオケによる歌の祭典2017 
Summertime Music Festival

7月30日（日） 10：00～16：00  入場：チケット1,000円　
問合せ：歌とダンス友の会（☎090-9961-0781）

碓氷教育会夏季研究集会
8月10日（木）14：00～16：45　入場：無料
問合せ：松井田小学校（☎393-1521）

学
習
室
な
ど

市民パソコン教室
7月20、22、27、29、8月3、5（木、土）13:30～15:30　
会場：2階パソコン室　入場：無料

パソコンを始めよう（パソコン入門）
7月3、5、6、7（月、水、木、金）9：00～12：00　要申込

「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
7月3、5、6、7（月、水、木、金）13：00～16：00　要申込

出納帳・表を作ろう（エクセル入門）
7月10、12、13、14（月、水、木、金）13：00～16：00 要申込

インターネットを使おう（インターネット入門）
7月8、9（土・日）　9：00～16：00　要申込

写真取り込み講座
7月15、16（土、日）　9：00～16：00　要申込

絵本読み聞かせ
7月22日（土）　14：00～15：00　図書館幼児コーナー

問
合
せ

松井田文化会館　☎393−4400
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP26をご確認ください

問
合
せ

安中市文化センター　☎381−0586
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP26をご確認ください
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◎不動産公売の概要

入札期日 ７月25日（火）　
受付開始：午後1時　入札開始：午後2時 場　　所 市役所本3階305会議室

そ の 他 物件の詳細と公売参加の手続きについては、本収納課・松住民福祉課に用意した「公売広報」を
ご覧いただくか、市のホームページで確認してください。

売却区
分番号 所　在　地

内　　　容 最低入札価額
（円）

公売保証金
（円）土地 土地面積（㎡） 建物 建物面積（㎡）

29-1 板鼻字本町 宅地1筆
山林2筆 計195.71 ― ― 960,000 100,000

29-2 磯部二丁目字西新井 宅地1筆 382 ― ― 3,180,000 320,000

29-3 松井田町八城字渡戸 宅地2筆 計326.99 ― ― 3,090,000 310,000

29-4 松井田町人見字新田 宅地2筆
畑2筆 計472.45 ― ― 3,470,000 350,000

※納税などにより、公売が中止になる場合がありますので、事前に公売実施の有無を問い合わせください。

　市税の滞納処分として差し押さえた不動産（土地・建物）
を公売し、入札によって売却します。今回は、土地4件
の不動産が公売対象で、売却代金は市税に充てられます。
　今回は、本市単独での不動産公売となります。公売機
会を増やすことで、より多くの入札・売却と税収確保を
目指しています。
　どなたでも参加ができますので、ぜひご参加ください。
詳細は市ホームページまたは公売広報でご確認ください。
　また、本市では、11月に近隣市町村と合同で不動産公
売を予定しています。

　

市
で
は
「
税
の
公
平
性
お
よ
び

税
収
確
保
」
の
観
点
か
ら
、
大
多

数
の
納
期
内
納
税
者
の
目
線
に

立
っ
て
、
滞
納
処
分
（
財
産
差
押

え
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

滞
納
処
分
と
は
、
市
が
滞
納
者

の
財
産
を
差
押
え
、
お
金
に
換
え

て
市
税
に
充
て
る
手
続
き
の
こ
と

で
す
。預
貯
金
や
給
与
収
入
な
ど
、

支
払
い
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
遊
興
費
や
住
宅
ロ
ー
ン
な

ど
の
支
払
い
を
優
先
し
て
納
税
を

し
な
い
人
に
対
し
て
は
、
積
極
的

に
財
産
の
差
押
え
を
執
行
し
て
い

ま
す
。
現
在
、給
与
や
生
命
保
険
、

動
産（
自
動
車
な
ど
）、不
動
産（
土

地
・
建
物
）
の
差
押
え
を
よ
り
強

化
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族
の

病
気
、
事
業
の
休
廃
止
、
失
業
な

ど
の
や
む
を
得
な
い
事
情
や
、
多

重
債
務
な
ど
に
よ
り
市
税
の
納
期

ご
と
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
放
置
せ
ず
に
、
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

一
括
納
付
が
難
し
い
場
合
に

は
、
分
割
納
付
に
応
じ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
納
税
で
き

な
い
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

●
夜
間
納
税
相
談
窓
口

　

市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談

が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、左
表

納
期
限
日
に
夜
間
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

開
設
日

７
月
31
日（
月
）

８
月
31
日（
木
）

時

間

午
後
8
時
ま
で

場

所

本
収
納
課

納
税
が
困
難
な
人
は
、
早
め
に
相
談
を

　問合せ▶本収納課収納整理係（☎内線1082）

不動産公売を実施します
～どなたでも参加できます～

売却区分番号 29-2 の物件

ミラーズロックを使用した自動車

※
「
ミ
ラ
ー
ズ
ロ
ッ
ク
」
を
使
用
し

て
自
動
車
な
ど
の
差
押
え
を
実
施
し

ま
す
。
ミ
ラ
ー
ズ
ロ
ッ
ク
は
自
動
車

な
ど
の
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
を
オ
レ
ン
ジ

色
の
カ
バ
ー
（
公
示
書
入
り
）
と
鍵

付
き
の
ワ
イ
ヤ
で
固
定
す
る
こ
と
で

運
行
を
制
限
す
る
措
置
で
す
。

市
税
の
滞
納
処
分
を
強
化
し
て
い
ま
す
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平
成
28
年
度
人
権
作
品
集「

お
も
い
や
り
」か
ら

人
権
に
つ
い
て

松
井
田
北
中
学
校　

一
年　

吉
井　

央
基

（
5
月
1
日
号
つ
づ
き
）

　

自
分
の
考
え
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
大

切
な
こ
と
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
よ
い
感
情
を
持
た

ず
に
発
生
し
て
し
ま
っ
た
非
常
識
な
自
分
の
考
え
し

か
持
て
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
絶
対
に
在
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
が
、
今
回
の
事
件
を
通
し
て
分
か
り
ま

し
た
。

　
「
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
」
の
世
界
最
大
規
模
の

｢

ユ
ダ
ヤ
人
迫
害｣

。
多
く
の
命
が
一
人
の
男
に
よ
っ

て
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
も
ま
た
、

ド
イ
ツ
を
ゲ
ル
マ
ン
民
族
だ
け
に
す
る
と
い
う
理
由

で
ユ
ダ
ヤ
人
を
撲
滅
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
も

ま
た
、人
権
を
無
視
し
て
い
る
行
為
で
す
。
ヒ
ト
ラ
ー

の
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
後
、
よ
う
や
く
な
く
な
っ
て
き
た

差
別
・
人
権
無
視
は
、
こ
の
よ
う
な
残
酷
な
結
果
を

招
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
悲
し
み
に
溢
れ
る
人
が
た

く
さ
ん
い
る
こ
と
を
、
世
界
中
の
誰
も
が
知
っ
て
い

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
、「
う
わ
ぁ
、
あ
の
人
変
な
歩

き
方
し
て
る
。」
な
ど
と
、
障
害
を
持
つ
方
に
向
か
っ

て
ひ
ど
い
こ
と
を
言
っ
て
い
た
の
を
何
度
か
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
に
は
ま
だ
分
か
ら
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
親
が
し
っ
か
り
と
人
権
の
大

切
さ
を
教
え
て
や
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な

が
人
権
を
尊
重
で
き
る
社
会
が
実
現
で
き
た
ら
い
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
僕
た
ち
が
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
は
、
健
常
者
が
障
害
者
の
方
々
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
で
す
。
障
害
を
持
っ
て
い

る
方
々
が
、
健
常
者
に
何
か
す
る
の
は
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
健
常
者
が
障
害
を
持
っ
て
い
る

方
々
の
た
め
に
募
金
を
し
た
り
、
お
年
寄
り
の
方
々

を
支
援
す
る
活
動
を
し
た
り
す
れ
ば
、
障
害
者
と
健

常
者
が
支
え
合
っ
て
行
け
る
世
界
が
作
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　

先
ほ
ど
も
述
べ
ま
し
た
が
、
今
ま
で
に
起
こ
っ
た

人
権
が
ら
ま
り
の
事
件
を
通
し
て
、
全
世
界
の
人
に

人
権
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
人
々
が
、
助
け
合
っ
て
人
権

を
尊
重
で
き
る
社
会
に
な
る
と
い
い
で
す
。

題
　
名
　「
生
き
る
」

安
中
市
立
第
二
中
学
校　

三
年　

瀧
口　

健
一

　

嘘
。
そ
れ
は
、
本
当
で
は
な
い
こ
と
。
嘘
を
つ
く
こ

と
は
、
時
に
人
を
傷
つ
け
、
時
に
人
を
騙
す
悪
い
行
為

で
す
。
し
か
し
、
嘘
を
つ
く
こ
と
は
悪
い
こ
と
だ
け
な

の
で
し
ょ
う
か
？
僕
は
、
人
生
の
中
で
大
き
な
嘘
に
向

き
合
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

僕
に
は
、
今
、
母
が
い
ま
せ
ん
。
昨
年
の
二
月
に
亡

く
な
り
ま
し
た
。
母
は
重
い
病
気
と
闘
っ
て
い
ま
し
た

が
、
呼
吸
を
す
る
の
が
難
し
く
、
息
を
す
る
の
が
苦
し

く
な
り
、
意
識
が
無
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
僕
が
三
歳

く
ら
い
の
時
に
母
は
病
気
に
な
っ
た
ら
し
く
、
僕
は
母

が
亡
く
な
っ
て
か
ら
病
気
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
母

か
ら
は
何
も
言
わ
れ
ず
、
僕
も
病
気
の
こ
と
を
聞
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
母
に
は
入
院
し
て
い
る
こ
と
を

誰
に
も
言
わ
な
い
で
欲
し
い
と
頼
ま
れ
、
友
達
に
本
当

の
こ
と
は
伝
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
僕
と
母
は
お

互
い
真
実
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
悪
い
言
い
方
で

言
え
ば
「
嘘
」
を
つ
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

親
子
同
士
嘘
を
つ
く
と
い
う
生
き
方
を
選
ん
だ
の
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
嘘
は
相
手
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
悪

い
嘘
で
は
な
く
、
相
手
を
心
配
さ
せ
な
い
た
め
の
良
い

嘘
で
し
た
。
僕
は
嘘
と
い
う
も
の
は
悪
い
も
の
だ
け
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、「
人
の
為
と
書
い

て
偽
り
」
と
読
む
良
い
嘘
も
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
の

で
す
。
こ
の
良
い
嘘
に
よ
っ
て
僕
は
、
僕
ら
し
く
母
と

普
段
通
り
の
生
活
が
で
き
た
気
が
し
ま
す
。

　

ま
た
、
母
は
呼
吸
を
す
る
の
が
難
し
く
、
母
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
筆
談
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
Ａ

４
の
コ
ピ
ー
用
紙
に
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
ひ
た
す

ら
書
い
て
い
ま
し
た
。
母
の
字
か
ら
は
、
体
調
や
気
持

ち
な
ど
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
る
日
は
達
筆
で
書

い
て
あ
り
、
あ
る
日
は
弱
々
し
く
書
い
て
あ
っ
た
り
も

し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
母
の
生
き
る
こ
と
へ
の
思

い
「
生
き
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
母
は
僕
に
向
か
っ
て
あ
る
言
葉
を
の
こ

し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
書
か
れ
た
筆
談
の

紙
の
中
に
一
言
、「
け
ん
ち
ゃ
ん
は
天
使
だ
か
ら
」
と
、

僕
の
こ
と
を
母
は
天
使
だ
か
ら
と
言
っ
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
一
言
に
は
僕
を
思
う
母
の
気
持
ち
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
か
ら
、
僕
が
母
の
分
ま

で
し
っ
か
り
「
生
き
よ
う
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。今
で
も
そ
の
母
の
筆
談
の
紙
は
残
っ
て
い
ま
す
が
、

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
れ
ば
、

僕
は
き
っ
と
泣
い
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
い
つ
か
そ
の

紙
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
は
、
僕
は
誰
と
ど

こ
に
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
ん
な
日
が
来
る
ま
で
一

日
一
日
を
大
切
に
し
て
「
生
き
た
い
」
と
思
い
ま
す
。

　

果
た
し
て「
生
き
る
」と
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
か
？
こ
の
問
い
の
答
え
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま

す
。で
す
が
、ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で「
生
き
た
い
」か
？

こ
の
答
え
は
、「
楽
し
く
幸
せ
に
生
き
る
」
た
だ
一
つ

だ
と
僕
は
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
楽
し
く
幸
せ
に
生
き

る
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
が
必
要
だ
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。「
毎
日
食
事
が
で
き
る
こ
と
」「
学
校
に
行
っ

て
勉
強
が
で
き
る
こ
と
」
当
た
り
前
の
こ
と
に
感
謝
の

気
持
ち
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
お
米
を
育
て
て
く

れ
る
農
家
の
方
、
学
校
の
先
生
、
そ
し
て
何
よ
り
、
一

番
感
謝
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
家
族
で
す
。
母

と
の
こ
と
か
ら
、
母
が
い
て
く
れ
る
こ
と
自
体
が
幸
せ

な
こ
と
だ
っ
た
の
だ
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
た
な
ら
、
そ
れ
を
伝
え
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
母
は
筆
談
ま
で
し
て
自
分
の
気
持
ち
を

懸
命
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。
気
持
ち
を
懸
命
に
伝
え
よ

う
と
す
る
母
の
姿
勢
に
僕
は
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
だ

か
ら
僕
は
当
た
り
前
の
こ
と
に
感
謝
を
し
、
そ
れ
を
伝

え
る
べ
き
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。

　

全
て
の
物
事
に
は
必
ず
終
わ
り
が
き
て
し
ま
い
ま

す
。
も
の
を
失
う
こ
と
は
苦
し
い
こ
と
で
す
。
母
と
い

う
大
き
な
存
在
を
失
い
ま
し
た
が
、
母
か
ら
は
多
く
の

こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
、
感

謝
の
気
持
ち
を
も
つ
こ
と
、
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る

こ
と
。
そ
し
て
、僕
の
母
は
今
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
、

そ
れ
は
き
っ
と
「
精
一
杯
生
き
て
欲
し
い
」
た
だ
そ
の

一
言
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
僕
は
、
母
か
ら

教
わ
っ
た
こ
と
を
大
切
に
し
、
ま
っ
す
ぐ
前
を
向
い
て

生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
何
を
大
切

に
し
て
生
き
て
い
き
た
い
で
す
か
？

平
成
28
年
度
第
38
回
少
年
の
主
張
群
馬
県
大
会  

最
優
秀
賞
作
品

　問合せ▶松生涯学習課生涯学習係（☎内線2245）
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安
中
藩
主
井
伊
直
勝
に
は
、
同
い
年
の
弟
で
あ

る
弁
之
助
が
い
ま
し
た
。

　

直
政
は
正
室
の
東
梅
院
に
配
慮
し
、
中
後
閑
村

の
萩
原
図ず
し
ょ書
に
弁
之
助
を
預
け
て
養
育
係
と
し
、

学
問
を
北き
た
の
じ

野
寺
の
僧
恵
算
が
教
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
萩
原
図
書
の
屋
敷
か
ら
北
野
寺
ま
で
は

距
離
が
あ
っ
た
た
め
、
弁
之
助
は
寺
内
の
薬
師
堂

に
住
ん
で
い
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
北
野
寺
に
は

弁
之
助
が
使
用
し
て
い
た
と
さ
れ
る
硯
箱
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
弁
之
助
が
後
に
彦
根
藩
主
と
な
る
井

伊
直
孝
で
す
。

　

北
野
寺
は
彦
根
藩
と
深
く
関
係
し
、
70
点
以
上

に
及
ぶ
彦
根
藩
主
か
ら
の
書
状
が
あ
り
、
そ
れ
ら

は
市
指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
野
寺
に
隣
接
し
て
い
る
威い

と
く徳
神
社
に
は
、
直

孝
が
立
身
出
世
の
大
願
を
か
け
、
杉
と
檜
を
社
殿

の
前
の
両
脇
に
植
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
坂
の
陣
の
際
、
祈
願
し
て
か
ら
出
陣
し
手

柄
を
立
て
た
の
で
、「
出
世
天
神
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。直
孝
は
安
中
藩
家
老
の
鈴
木
主し
ゅ
め馬
と
松
下

志し

ま摩
に
命
じ
て
、
社
殿
を
建
立
し
た
と
い
い
ま
す
。

社
殿
の
前
に
は
、
直
勝
の
家
臣
に
よ
り
、
松
・
杉
・

椿
・
梅
な
ど
が
植
え
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

北
野
寺
や
威
徳
神
社
に
の
こ
る
資
料
は
、
７
月

17
日
ま
で
開
催
し
て
い
る
、
企
画
展
「
井
伊
家
と

安
中
」
に
て
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

   「
安
中
の
文
化
財
」

井
伊
家
と
安
中

―
井
伊
直
孝
と
北
野
寺
―

北野寺（奥は薬師堂、手前は本堂）

ぐんまちゃんマフラータオル　300円
杉並木とめがね橋をモチーフにしたぐんまちゃんが

プリントされたタオルです。

安中市で出土した、猪のような動物の顔をした
把手がつく土器がデザインされています。

風呂敷 獣
じゅうめんとって

面把手付土器文様（90×90㎝）
1,500円

北野寺にのこる硯箱

展
画
企
回
七
十
第
館
習
学
と
さ
る
ふ
森
の
習
学

中
安
と
家
伊
井

中
催
開

〜
７
月
17
日（
月
・
祝
）ま
で
〜

展
示
図
録
５
０
０
円
に
て
好
評
発
売
中
！

ふるさと学習館ではミュージアムグッズを販売しております。

AN

NAKA CITY M
USUEM of HISTO

RY

過去の展示図録や、オリジナルグッズなどがあります。
ふるさと学習館受付まで、お申し付けください。
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　5月8日（月）、本市公立校で初めてユネスコスクー
ルに加盟した松井田北中学校にて、承認証・プレー
ト伝達式が行われました。今後も北中学校の特色を
いかし、継続して地球規模での交流や諸問題への積
極的参加を期待します。

ユネスコスクール加盟承認証・プレート伝達式

　白石シホ子さん（松井田町新堀）が100歳の誕生
日をむかえられ、お祝い品が贈られました。これか
らも元気にお過ごしください。

100歳おめでとうございます

　4月29日（土・祝）早朝、旧国民宿舎裏妙義にて登
山者の注意喚起と登山カード提出を呼びかける登山
指導を行い、指導後に実施された遭難者救助訓練に
は約40人が参加しました。訓練ではルートおよび
危険箇所の確認、クサリなどの点検・補修が行われ
ました。

山岳救助訓練が行われました

　5月16日（火）、市民生委員児童委員協議会から、
茂木市長が一日民生委員・児童委員を委嘱されまし
た。市内の高齢者が活動するサロンを訪問し、日頃
の活動の見学や体験を通して地域の皆さんと交流し
ました。

茂木市長が一日民生委員・児童委員に



で
き
ご
と
い
ろ
い
ろ

で
き
ご
と
い
ろ
い
ろ

本＝本庁舎　松＝松井田庁舎　谷＝谷津庁舎　ク＝碓氷川クリーンセンター　ス＝スポーツセンター 222017年7月1日号

　５月28日（日）に、市消防団、市女性防火クラブ、
安中消防署などから約500人が参加して市水防訓練
が行われました。これから本格的な梅雨期、台風期
を迎えるにあたり、水害などの有事に備え、杭ごし
らえや積み土のう、チェーンソーを使った倒木等伐
開訓練などが行われました。

水防訓練で杭ごしらえ訓練

　５月21日（日）に、市役所本で委嘱式が行われま
した。市内外の観光宣伝イベントや交通安全啓発イ
ベントなどに参加して市をＰＲするために活躍して
いただきます。
左から（敬称略）：
塚越　麻衣（高崎市）・塚原　奈々（高崎市）・
津久田愛未（安中市）・中島　亜季（安中市）・
中島みなみ（安中市）

キャンペーンレディーが決定しました

　５月28日（日）に、市民陸上記録会が開催されま
した。短距離走にはじまり、走り幅跳びや砲丸投
げ、長距離走などの各種陸上競技が行われ、記録の
向上を目指しました。

記録の向上を目指して

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日 入隊

一般曹候補生 18歳以上27歳未満のもの 7月1日～9月8日 1次：9月16日～18日　
2次：10月5日～11日 30年3月下旬～4月上旬

自衛隊では、次のとおり自衛官を募集しています。
詳細は、ホームページ（http://www.mod.go.jp/pco/gunma/）
をご覧ください。
問合せ▶自衛隊高崎地域事務所（☎326-1761）

自衛官募集
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職種名 作業名 級別 氏名 住所

冷凍空気調和機器施工 冷凍空気調和機器施工作業 1級 前竹　宏真 安中

プラスチック成形 射出成形作業 1級 田口　侑也 高別当

コンクリート圧送施工 コンクリート圧送工事作業 1級 堀江　秀生 板鼻

電子回路接続 電子回路接続作業 単一 中山　皓平 原市

機械検査 機械検査作業 2級 五十貝利幸 西上秋間

機械検査 機械検査作業 2級 坂田　智則 安中

機械加工 普通旋盤作業 3級 小山　秀樹 原市

テクニカルイラストレーション テクニカルイラストレーションCAD作業 3級 川﨑　　誠 東上秋間

テクニカルイラストレーション テクニカルイラストレーションCAD作業 3級 瀬間　優斗 松井田町二軒在家

テクニカルイラストレーション テクニカルイラストレーションCAD作業 3級 保科瑠輝哉 下秋間

機械・プラント製図 機械製図CAD作業 3級 川﨑　　誠 東上秋間

機械・プラント製図 機械製図CAD作業 3級 瀬間　優斗 松井田町二軒在家

機械・プラント製図 機械製図CAD作業 3級 保科瑠輝哉 下秋間

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
28
年
度
後
期
技
能
検
定
合
格
者
発
表

　

技
能
検
定
は
働
く
人
た
ち
の
技
能
の
程
度
を
一
定
の
基
準
で
検
定
し
、

特
級
・
１
級
・
単
一
等
級
・
２
級
・
３
級
に
格
付
け
し
て
公
証
す
る
国
家

検
定
制
度
で
す
。

　

今
回
の
検
定
で
見
事
合
格
し
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

平成29年度高崎市・安中市消防組合職員採用試験のお知らせ
下記のとおり、平成29年度採用試験を実施いたします。
詳しくは以下に問い合わせください。

学歴区分 大　　学 短　　大
（２年以上の専門学校を含む） 高　　校

試 験 区 分 消　防　職

採 用 予 定 人 員 ７　　　人

受 験 資 格

昭和63年４月２日から平成
８年４月１日までに生まれた
人で、学校教育法による大学
を卒業または平成30年３月
までに卒業見込みの人

［ただし、平成８年４月２日以
降に生まれた人で学校教育法
による大学を卒業した人（平
成30年３月までに卒業見込
みを含む）またはこれと同等
の資格を有すると認められる
人は受験することができます］

昭和63年４月２日から平成
10年４月１日までに生まれた
人で、学校教育法による短期
大学、高等専門学校若しくは
専修学校専門課程（修業年限
が２年以上で、かつ1,600時
間以上の履修を義務づけてい
る課程）を卒業または平成30
年３月までに卒業見込みの人

［ただし、学校教育法による大
学を卒業した人（平成30年３月
卒業見込みを含む）またはこ
れと同等の資格を有すると認
められる人は受験できません］

昭和63年４月２日から平成
12年４月１日までに生まれ
た人で、学校教育法による高
等学校を卒業若しくは平成
30年３月までに卒業見込み
の人またはこれと同等の資格
を有する人

［ただし、学校教育法による大
学若しくは短期大学を卒業し
た人（平成30年３月卒業見込
みを含む）またはこれらと同
等の資格を有すると認められ
る人は受験できません］

試験案内配布開始 ７月３日（月）

申 込 期 間 ８月１日（火）から８月10日（木）まで

試

験

日

程

第
１
次
試
験

筆記試験 ９月17日（日）

結果発表 10月上旬

第 ２ 次 試 験 10月中旬

合 格 発 表 11月中旬

　問合せ▶松地域創造課商工労働係（☎内線2621）

　問合せ▶高崎市等広域消防局総務課総務係（☎027-322-2393）
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本＝本庁舎　松＝松井田庁舎　谷＝谷津庁舎　ク＝碓氷川クリーンセンター　ス＝スポーツセンター 242017年7月1日号

　市では平成29年度の職員採用試験を次のとおり行います。                                                                 
　採用年月日は平成30年４月１日です。所定の申込用紙を７月
３日（月）から本の総合案内、秘書課および松総務管理課で配布し
ますので、必要事項を記入し、試験案内に記載してある必要書類
を添えて本秘書課人事研修係へお申し込みください。詳しい条件
などについては試験案内をご覧ください。
　また、郵送を希望する人は、お問い合わせいただくかホームペー
ジをご覧ください。
配布開始▶７月３日（月）から　
受付期間▶７月11日（火）～31日（月）
募集職種・受験資格▶下表のとおり
※次のいずれかに該当する人は受験できません。
○日本国籍を有しない者　○地方公務員法第16条に該当する者

安中市の未来を一緒につくりませんか　市の職員を募集します

職
種
区
分 受験資格 第１次試験

9月17日（日）
第2次試験
10月下旬

第3次試験
11月中旬

採用予
定人員

一
般
試
験

事
務
職
・
技
術
職

初
級

平成７年４月２日から平成12年４月１日までに生ま
れた人で、高等学校卒業（平成30年３月卒業見込み
を含む）の人

（平成30年４月１日時点で18歳～22歳）

教養試験
事務適性検査
作文

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

面
接　

健
康
診
断

８人
程度

中
級

平成元年４月２日から平成10年４月１日までに生ま
れた人で、短期大学卒業以上（平成30年３月卒業見
込みを含む）または同等の資格があると認められる人

（平成30年４月１日時点で20歳～28歳）

教養試験
一般性格診断検査
作文

文
化
財
行
政

中
級

昭和60年４月２日から平成８年４月１日までに生ま
れた人で、大学または大学院で考古学の専門課程を修
了した人で、発掘調査の管理および指導、資料の調査、
整理、研究並びに成果の公開などの業務に意欲のある人

（平成30年４月１日時点で22～32歳）

教養試験
一般性格診断検査
作文

１人
程度

障
害
者
採
用

事
務
職

初
級

昭和47年４月２日から平
成12年４月１日までに生
まれた人で、高等学校卒
業（平成30年３月卒業見
込みを含む）の人

（平成30年４月１日時点
で18歳～45歳）

次の全てに該当する人
①身体障害者福祉法に基

づく身体障害者手帳の
交付を受けている人

②自力通勤ができ、介助
なしに職務の遂行が可
能な人

　（正規勤務時間の週38
時間45分の勤務および
時間外の勤務が可能な
人）

③活字印刷（文字の大き
さについては、試験案
内と同程度）による筆
記試験に対応できる人

教養試験
事務適性検査
作文

１人
程度

中
級

昭和47年４月２日から平
成10年４月１日までに生
まれた人で、短期大学卒
業以上（平成30年３月卒
業見込みを含む）または
同等の資格があると認め
られる人

（平成30年４月１日時点
で20歳～45歳）

教養試験
一般性格診断検査
作文

職
種
区
分 受験資格 第１次試験

9月17日（日）
第2次試験
10月下旬

第3次試験
11月中旬

採用予
定人員

社
会
人
経
験
者
採
用

保
育
士
中
級

昭和47年４月２日以降に生まれた人で、保育士の資格
を有し、民間の保育園などで実務経験があり、培わ
れた知識や経験を市政に生かそうという意欲がある人

（平成30年４月１日時点で46歳未満）

一般性格診断検査
作文

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

面
接　

健
康
診
断

若干名

問合せ▶本秘書課人事研修係（☎内線1030）
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県
営
住
宅
入
居
の
ご
案
内

　

県
営
住
宅
の
定
期
募
集
は
４
月
、
７
月
、
10

月
、
１
月
の
年
４
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
７
月
募
集
の
お
知
ら
せ
で
す
。

入
居
資
格
▼
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
お
り
、
親

族
と
入
居
す
る
予
定
の
人
、
ま
た
は
単
身
の
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど
。

※
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
ま
た
は
県
住
宅
供
給
公

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.gunm
a-

jkk.or.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
▼
７
月
１
日（
土
）～
18
日（
火
）

入
居
可
能
日
▼
10
月
１
日（
日
）

申
込
方
法
▼
所
定
の
申
込
用
紙
を
郵
送

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所
▼

県
住
宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
紅
雲
町
）、
県
庁

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
、
県
土
木
事
務
所
、
市
役

所
・
町
村
役
場
（
土
・
日
は
県
住
宅
供
給
公
社

の
み
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
な
お
祝
日
は
営
業

し
て
い
ま
せ
ん
。）

そ
の
他
▼
入
居
者
は
、
公
開
抽
選
で
選
定
し
ま

す
。

※
市
内
の
住
宅
（
原
市
第
一
・
第
二
団
地
、
下

磯
部
団
地
、二
軒
在
家
団
地
）
に
つ
い
て
は
、

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
空

き
状
況
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
▼
県
住
宅
供
給
公
社

　
（
☎
０
２
７
・
２
２
３
・
５
８
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７
・
２
２
３
・
９
８
０
８
）

「
夏
休
み
は
か
り
の
工
作
教
室
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

日　

時
▼
平
成
29
年
８
月
３
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会　

場
▼
安
中
公
民
館　

講
義
室

内　

容
▼
身
近
な
材
料
で
さ
お
ば
か
り
を
作
り
、
菓
子
等

の
計
量
を
体
験
し
ま
す
。

対　

象
▼
市
内
の
小
学
校
３
年
生
～
６
年
生

定　

員
▼
15
人
（
先
着
順
）

費　

用
▼
無
料

持
ち
物
▼
牛
乳
等
（
１
㍑
）
の
空
の
紙
パ
ッ
ク　

１
個

そ
の
他
▼
参
加
者
全
員
に
「
パ
ズ
ル
付
定
規
」
プ
レ
ゼ
ン
ト

募
集
期
間
▼
７
月
10
日（
月
）～
７
月
27
日（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法
▼
左
記
申
込
先
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

群
馬
県
計
量
検
定
所
（
前
橋
市
下
大
島
町
81-

13
）

☎
０
２
７
・
２
６
３
・
２
４
３
６

（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７
・
２
６
３
・
３
１
４
２

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
申
し
込
む
場
合
は
、任
意
の
用
紙
に「
工

作
教
室
（
安
中
市)

」
と
表
記
し
、「
氏
名
、
学
校
名
、

学
年
、電
話
番
号
」
を
記
載
の
う
え
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

第
41
回

『
松
井
田
七
夕
ま
つ
り
』 

　
　
　
　  

開
催
の
お
知
ら
せ

　

ち
び
っ
こ
広
場
や
み
ん
な
の
七
夕
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
や
模
擬
店
も
出
店
し
、
皆
さ

ま
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
家
族

お
揃
い
で
お
出
か
け
下
さ
い
。

日　

時
▼
７
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

午
後
５
時
よ
り

場　

所
▼
北
横
町
・
南
町
通
り
歩
行
者
天

国
内

主　

催
▼
安
中
市
松
井
田
商
工
会
青
年
部

共　

催
▼
松
井
田
商
店
連
盟

後　

援
▼
安
中
市　

安
中
市
教
育
委
員
会　

碓
氷
の
地
域
を
考
え
る
会　

一
般
社
団
法
人
高
崎
法
人
会
松
井
田
地
区

会そ
の
他
に
各
種
団
体
や
有
志
の
方
々
の
ご

協
力
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

松井田図書館臨時閲覧室開設のお知らせ
　夏休みの期間中は、図書館内の閲覧コーナーが非常に混み
合いますので、この期間中に限り、臨時閲覧室を開設します。
ぜひ、ご利用ください。
開設期間▶７月21日（金）から８月27日（日）までの夏休み期間中
※７月24日（月）、31日（日）、８月７日（月）14日（月）、21日（月）
は休館日です。
開設時間▶午前９時から午後５時まで
開設場所▶松井田文化会館　南研修室
なお、都合により会場が変更となる場合もありますので、あ
らかじめご承知ください。
問合せ▶松井田図書館（☎393-4402）

お詫びと訂正
おしらせ版5月15日号P5「ち
いき生活応援隊（仮）」養成
研修会の開催地域の記載に
誤りがありました。正しく
は以下の通りとなります。
　安中・原市・磯部・東横野・
岩野谷・板鼻・秋間・後閑
地区にお住まいの方
回覧板「タウンミーティン
グ みんなで語ろう！ 安中の
未来 開催のおしらせ」の中
で、九十九地区の開催場所
に誤りがありました。正し
くは以下の通りとなります。

（誤）九十九創作館
（正）九十九地区生涯学習セ

ンター
お詫びして訂正いたします。

恵みの湯 
臨時休館日のお知らせ
　７月３日（月）～４日（火）の２日間、
排気ダクト改修工事のため、休館とな
ります。
　ご利用の皆さまにはご迷惑をおかけ
いたしますが、ご理解の程お願い申し
上げます。
問合せ▶恵みの湯（☎385-1126）
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本＝本庁舎　松＝松井田庁舎　谷＝谷津庁舎　ク＝碓氷川クリーンセンター　ス＝スポーツセンター 262017年7月1日号

行事カレンダー ７月１日→８月15日

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です。

休館のご案内
恵みの湯 7/3・4・18　8/1・15

峠の湯 7/11・25

鉄道文化むら 7/4・11・18・25

文化センター （※は図書館のみ休館です）

7/4・11・18・19・25・31※　8/1・8・15　

文化会館 7/3・10・18・24・31　8/7・14

碓氷川熱帯植物園　7/4・11・18・25　8/1・8・15

スポーツセンター （※は温水プールのみ休業です）

7/3・10※・18・19・24※・31※　8/7・14

学習の森 7/4・11・18・25　8/1・8・15

いきいき長寿センター

　7/3・10・17・18・24・31　8/7・14・15

日 曜日 行　　事　　名

 ７月

1 土

2 日 ◦市民フリーブロー大会
　松井田体育館　9:00～

3 月

◦初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン

入門）9:00～12:00
　「お知らせ」を作ろう（ワード

入門）13:00～16:00
　文化センター

4 火

5 水

◦初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン

入門）9:00～12:00
　「お知らせ」を作ろう（ワード

入門）13:00～16:00
　文化センター

6 木

◦第39回少年の主張安中市大会
　文化会館　14:00～
◦家庭教育カウンセリング初級講

座⑤
　文化センター　10:00～12:00
◦初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン

入門）9:00～12:00
　「お知らせ」を作ろう（ワード

入門）13:00～16:00
　文化センター

7 金

◦初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン

入門）9:00～12:00
　「お知らせ」を作ろう（ワード

入門）13:00～16:00
　文化センター

8 土

◦初心者パソコン講座
　インターネットを使おう（イン

ターネット入門）
　文化センター　9:00～16:00

9 日

◦初心者パソコン講座
　インターネットを使おう（イン

ターネット入門）
　文化センター　9:00～16:00

10 月

◦初心者パソコン講座
　出納帳・表を作ろう（エクセル

入門）
　文化センター　13:00～16:00

日 曜日 行　　事　　名

11 火 ◦夏の県民交通安全運動
　（11日～20日）

12 水

◦家庭教育カウンセリング初級講
座⑥

　文化センター　10:00～12:00
◦初心者パソコン講座
　出納帳・表を作ろう（エクセル

入門）
　文化センター　13:00～16:00

13 木

◦家庭教育カウンセリング初級講
座⑦

　文化センター　10:00～12:00
◦初心者パソコン講座
　出納帳・表を作ろう（エクセル

入門）
　文化センター　13:00～16:00

14 金

◦初心者パソコン講座
　出納帳・表を作ろう（エクセル

入門）
　文化センター　13:00～16:00

15 土

◦うすい街道寄席チケット発売日 
松井田文化会館　9:00～

◦写真取り込み講座
　文化センター　9:00～16:00

16 日 ◦写真取り込み講座
　文化センター　9:00～16:00

17 月・祝

18 火

19 水

20 木 ◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

21 金

22 土

◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
◦絵本読み聞かせ
　安中市図書館　14:00～15:00

23 日

24 月

25 火 ◦第７回農業委員会総会　
　11:00～　201会議室

26 水

日 曜日 行　　事　　名

27 木 ◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

28 金

29 土
◦藍染体験教室
◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

30 日

31 月

 ８月

1 火

2 水

3 木 ◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

4 金

5 土 ◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

6 日

◦映画「ドラえもん　のび太の南
極カチコチ大冒険」

　一部11:00～・二部14:00～
◦市民水泳大会
　西毛運動公園８: ３０～

7 月

8 火

9 水

10 木

11 金・祝

12 土

13 日

14 月

15 火
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27 安中市役所　☎382-1111

相 談 案 内  ７月１日→８月15日

給水管修理当番業者（7月1日～8月15日）

本庁市民課 休日窓口開設日７月は大腸がん集団検診の容器配布が予定されてい
ます。また、個別検診は６月１日から各種検診が始

まりました。『検診のしおり』をご覧になり、集団検診または個別検
診のどちらかを選んで受診してください。
　今年度も、検診対象者全員にオレンジ色の封筒で「受診シール」を
送付しています。大腸がん検診容器配布時と各種検診受診時は「受診
シール」が必要となります。忘れずにお持ちください。
　詳細は、本健康づくり課（☎内線1172）までお問い合わせください。

７月2日・16日　８月6日
午前８時30分～正午
業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の発行

上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。 【安中市管工事協同組合 ☎３８５－４４０１】

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
Ａ 今川設備 382-9433 Ｎ ㈲武美工業 382-5061
Ｂ ㈲入沢電気商会 382-1609 Ｏ ㈲田中工作所 385-4126
Ｃ 碓氷設備 381-2730 Ｐ ㈱半田組 385-8374
Ｄ ㈲内堀設備工事 393-0157 Ｑ ㈲福美商事 381-0293
Ｅ ㈲金子屋商店 393-0332 Ｒ ㈲松本住設 385-6278
Ｆ ㈲黒須設備工業 381-1148 Ｓ ㈱茂木設備 381-6616
Ｇ 群栄工業㈱ 393-1012 Ｔ ㈲山田タイル工業 381-0075
Ｈ 児玉工業㈲ 393-3118 Ｕ ㈱ヤマハチ・クボニワ 381-0435
Ｉ ㈲佐藤商店 395-2323 Ｖ ㈱ユタカ 385-7647
Ｊ 佐藤燃料㈱ 381-1111 Ｗ オオカワラ住器 382-1987
Ｋ ㈲渋谷設備 381-1262 Ｘ 反町備工 384-2058
Ｌ ㈲ジーワイ燃設 382-2891 Ｙ 第一設備工業㈲ 385-8769
Ｍ ㈲須藤工業 388-1178 Ｚ ㈱フェニックス 382-5262

健康通信

行政相談
　本　7/6・20　8/3　9時～11時30分
　松　7/3　8/7　13時30分～16時
無料法律相談
　本　7/7・21　8/4　13時～16時
　※要電話予約　本市民生活課（☎内線1207）
人権相談
　本　7/20　13時30分～15時30分
　松　7/21　13時30分～15時30分
家庭児童相談
　電話相談・面接相談（本子ども課）
　月～金曜日（祝日を除く）　9時～16時
　※要電話予約　本子ども課（☎382-8005）
健康相談（生活習慣病・育児・栄養相談など）
　本　月～金曜日（祝日を除く）　8時30分～17時15分
　※要電話予約　本健康づくり課（☎内線1174）
妊婦健康相談（母子手帳交付）
　本　月～金曜日（祝日を除く）8時30分～17時15分
　※要電話予約　本健康づくり課（☎内線1174）
消費生活相談
　消費生活センター（本敷地内）
　月～金曜日（祝日を除く）9時～16時（☎382-2228）
労働相談
　本　第１・３火曜日　13時30分～16時
　※要電話予約　本市民生活課（☎内線1207）
無料税務相談
　本　7/6　8/8　13時～16時
　松　7/20　13時～16時
　※要電話予約　本税務課（☎内線1061）
　　　　　　　　松住民福祉課（☎内線2161）

障害者相談
　知的・身体障害者相談（本・松）
　月～金曜日（祝日を除く）8時30分～17時15分
　精神障害者相談（ヌアリーベ　☎380-5385）
　月～土曜日（祝日を除く）10時～18時
青少年相談
　電話相談・面接相談（松青少年センター）
　メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）
　月・火・水・金曜日（祝日を除く）　9時～14時
　※要電話予約（☎393-4777）
介護相談・認知症相談
　電話相談・面接相談（本・松）
　月～金曜日（祝日を除く）　8時30分～16時
　※要電話予約　本介護高齢課（☎内線1189）
　　　　　　　　松住民福祉課（☎内線2151）
心配ごと相談
　地域福祉支援センター（☎382-8397）
　第２・４木曜日（祝日を除く）　９時～11時30分
　松　第９会議室
　第１・３月曜日（祝日を除く）　13時30分～16時
青色申告記帳相談
　安中商工会（☎382-2828）
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～12時
　松井田商工会館（☎393-1411）
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～17時
交通事故相談
　安中交通安全協会
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～16時
　※要電話予約（☎382-0211）
若者就職活動個別相談
　本　第一火曜日（１月を除く）　10時～12時
　※要電話予約  ぐんま若者サポートステーション（☎233-2330）

７　　月 16日 Ａ・Ｉ・Ｏ ８　　月
１日 Ｍ・Ｔ・Ｖ 17日 Ｆ・Ｍ・Ｐ １日 Ａ・Ｅ・Ｎ
２日 Ｃ・Ｘ・Ｙ 18日 Ｃ・Ｌ・Ｓ ２日 Ｈ・Ｍ・Ｑ
３日 Ｇ・Ｋ・Ｗ 19日 Ｔ・Ｖ・Ｗ ３日 Ｃ・Ｉ・Ｏ
４日 Ｄ・Ｒ・Ｚ 20日 Ｘ・Ｙ・Ｚ ４日 Ｆ・Ｐ・Ｗ
５日 Ｅ・Ｎ・Ｕ 21日 Ｇ・Ｋ・Ｕ ５日 Ｌ・Ｓ・Ｚ
６日 Ｂ・Ｈ・Ｑ 22日 Ｂ・Ｄ・Ｒ ６日 Ｔ・Ｕ・Ｖ
７日 Ｉ・Ｊ・Ｏ 23日 Ｅ・Ｎ・Ｊ ７日 Ｂ・Ｘ・Ｙ
８日 Ａ・Ｆ・Ｐ 24日 Ａ・Ｈ・Ｑ ８日 Ｇ・Ｊ・Ｋ
９日 Ｌ・Ｍ・Ｓ 25日 Ｉ・Ｍ・Ｏ ９日 Ａ・Ｄ・Ｒ
10日 Ｃ・Ｔ・Ｖ 26日 Ｃ・Ｆ・Ｐ 10日 Ｅ・Ｍ・Ｎ
11日 Ｗ・Ｘ・Ｙ 27日 Ｌ・Ｓ・Ｗ 11日 Ｃ・Ｈ・Ｑ
12日 Ｇ・Ｋ・Ｚ 28日 Ｔ・Ｖ・Ｚ 12日 Ｉ・Ｏ・Ｗ
13日 Ｄ・Ｒ・Ｕ 29日 Ｕ・Ｘ・Ｙ 13日 Ｆ・Ｐ・Ｚ
14日 Ｂ・Ｅ・Ｎ 30日 Ｂ・Ｇ・Ｋ 14日 Ｌ・Ｓ・Ｕ
15日 Ｈ・Ｊ・Ｑ 31日 Ｄ・Ｊ・Ｒ 15日 Ｂ・Ｔ・Ｖ
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ドラえもん のび太の南極カチコチ大冒険

平成 29 年   夏 の 県 民 交 通 安 全 運 動
運動期間　７月１１日（火）～７月２０日（木）

年間スローガン　よくみよう　車のあとに　またくるま

人口と世帯 日本人住民 外国人住民
男 女 男 女

安中地域 22,288 22,873 180 224 合　計 59,264人
松井田地域 6,648 6.971 25 55 世帯数 24,561

合　計 28,936 29,844 205 279 （平成29年5月末日現在）

皆さんの声をお待ちしております
　市役所本、松、各地区の公民館・生涯学習セ
ンターに、皆さんの声をお聞きするため、「市民
の声」を投函できるポストを配置しております。
　皆さんが日ごろ感じていることやご意見など
をぜひお聞かせください

　暑さに耐えかねたのび太たちが向かったのは、南太平洋に浮かぶ巨大な氷山。ひみつ道具『氷細工ごて』で遊
園地を作っていたのび太たちは、氷漬けになっている不思議なリングを見つける。調べてみたところ、リングが
埋まったのは、人が住んでいるはずも無い10万年前の南極だっ
た！リングの落とし主を探して南極へと向かうドラえもんたち。
その前に、なんと氷の下に閉ざされた巨大な都市遺跡が姿を現
す。『10万年前に行って、落し物を届けよう！』と10万年前に向
かうドラえもんたち。そこで、凍り付いてしまった自分たちの
星を救うため、宇宙を旅し、リングの謎を追う少女カーラと
ヒャッコイ博士に出会う。そして、リングを巡り、ドラえもん
たちは、地球が凍結する危機に直面する!!
文化会館のスクリーンで、史上最大の冒険を是非御覧下さい。
日　時▶平成29年８月６日（日）
　　　　一部：午前11時～（開場：10時45分）
　　　　二部：午後２時～（開場：１時45分）
　　　　上映時間101分
料 金▶ 全席自由 前売 当日

大人 800円 1,000円
３歳以上高校生以下 700円 900円

会　場▶松井田文化会館大ホール
※チケットは、安中市松井田文化会館・安中市文化センター・
富岡市かぶら文化ホール各窓口で好評販売中。３歳未満児無料。
ただし、お席を必要とする場合は有料となります。

夏休みの映画会

　平成29年夏の県民交通安全運動が7月11日

（火）～20日（木）まで実施されます。交通ルー

ルの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づ

け、「優しさ」と「思いやり」のある運転や

行動を心がけましょう。

【運転重点】
◯ 子供と高齢者の交通事故防止
◯ 自転車と二輪車の交通事故防止
◯ 飲酒運転の根絶

（C）藤子プロ・小学館・テレビ朝日・シンエイ・ADK2017
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安中市の公式ツイッターをご利用ください。
https://twitter.com/Annaka_City

豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち
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